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1.本 誌 は 、物 性物 理 の 研 究 を共 同 で促 進 す る た め 、 研 究 者 が そ の研

究 意 見 を 自 由 に発 表 し討 論 しあ い 、 また 、 研 究 に関連 した情 報 を速

や か に 交換 し あ うこ と を 目的 と して 、 毎 月1回 編 集 ・刊 行 さ れ ま す 。

掲 載 内 容 は 、 研 究 論 文 、研 究 会 ・国 際 会 議 な どの 報 告 、 講 義 ノ ― ト、

研 究 に関 連 した 諸 問 題 につ いて の意 見 、 プ レプ リ ン ト案 内 、 ニ ュ ー

ス な ど で す 。

2.本 誌 に掲 載 され る論 文 につ い て は 、原 則 と して 審査 を行 な い ませ

ん 。 但 し、編 集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と認 め た も

の にっ い て は 、 改 訂 を求 め 、 ま た は掲 載 を拒 絶 す る こ と が あ ります 。

3.本 誌 の 掲 載 論 文 を 他 の 学 術 雑 誌 に 引 用 す る と き は 、 著 者 の 承 諾 を

得 た 上 でprivatecommunicatbn扱 い に して 下 さ い 。

投 稿 規 定

1.原 稿 は400字 詰原 稿 用 紙 を使 用 し、雑 誌 のペ ー ジ数 を節 約 す る た め

に極 力簡 潔 に お書 き下 さい 。

n乙

3

4

5

6.

7

8

9.

原 稿 は2部(オ リ ジ ナ ル 原 稿 及 び コ ピ ー)提 出 し て 下 さ い 。

数 式 、 記 号 の 書 き 方 はProgress,Journalの 投 稿 規 定 に 準 じ、

ミ ス プ リ ン トが 生 じ な い よ う な 処 置 を と っ て 下 さ い 。 上 ツ キ 、 下 ツ

キ 、 英 字 の 大 、 花 文 字 、 ギ リ シ ャ 文 字 、oとaと0(ゼ ロ)、uとn

とr、cとe、1(エ ル)と1(イ チ)、xと ×(カ ケ ル)、uとv等 を

赤 で 指 定 し て 下 さ い 。

数 式 は3行 に わ た っ て 大 き く書 い て下 さい 。

1行 以 内 に お さ ま ら な い可 能 性 の あ る長 い 数 式 等 は必 ず 改 行 の 際

の 切 れ 目 を赤 で 指 定 して 下 さい 。

図 は その ま ま 印刷 で きる も の を原 稿 に添 えて 下 さい。 図 の縮 尺 、

拡 大 は 致 しませ ん。1頁(13×19c㎡)以 内 に 入 ら な い 図 、 そ の ま ま印

刷 で き な い図 は原 則 と して 著 者 に返 送 し、書 き改 め て い た だ き ます 。

図 、 表 の 説 明 は別 紙 に 書 き、本 文 中 に挿 入 位 置 を赤 で 明示 して 下 さ

いo

投 稿 後 の 原 稿 の訂 正 はで き るだ け さけ るよ うに して下 さい 。

別 刷 は原 則 と して 作 り ませ ん 。 ど う して も別 刷 が入 用 な場 合 は 、

投 稿 の 際 に所 要 部 数 を50部 単 位 で 申 込 ん で下 さ い。 別 刷 代 は下 記 方

式 に よ り、 現 金 で 納 入 して い た だ き ます 。

(郵 券 に よ る受 付 は い た しま せ ん)

p:物 研 出 来 上 り頁数

X:別 刷 所 要 部 数

a:別 刷1頁 の 代 金3円

b:製 本 代(別 刷1部 にっ き)30円

別 刷 代 一(ap十b)x十 送 料

別 刷 代 金 は別 刷 を受 取 って か ら、1ケ 月以 内 に納 め て 下 さい 。 そ

れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 され る こ と が あ りま す か ら、

御 注 意 下 さ い。

原 稿 締切 日 は毎 月10日 で 原 則 と じて 次 月発 行 誌 に掲 載 され ま す 。
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基研研究部員会議 ・運営委員会報告

1980年11.月21日,22日 の2日 間,上 記 の会議が基研で開かれた。 この会議 は通常,研 究

部員会議2日 間運営委員会1日 の 日程 で・年2～3回 開かれてい る。この数年秋 の会議 は とく

に議題 がない限 り,ふ つ うの会議 ではな く一般的 な問題を討議す るシンポ ジウムの形で行 われ

ることが多かった。今年は,つ ぎに紹介す るよ うな議題があったため,1日 目が会 議,2日 目

がシンポ ジウムとい う日程 であった。

会議で決め られた主要なこ とはっ ぎの二点 であった。

ω 「統計物理学」部門の教授公募

今年の4月 赴任された久保亮五教授が辞意を表明されたため,後 任を公暮することを決めた。

分野は部門名 のまま 「統計物理学」・任期 は5～10年 とする。これ まで物性理綿部 門の教官公

募は,専 門分野 を 「広い意味 での物性論」 として行 って来たが,「 統計物理学」 の包括す るも

のは十分 に広 く,し か も物性論 に含まれない領域にまで広がってい るか ら,今 回 は部門名 のま

まで公募す るのが望 ま しい と判断 した。 この部 門は7年 の時限付 きだが,あ とのことはいろい

ろな方法で十分カバーで きると考 え,任 期 は必ず しもこれ とcorrelate.させな くて もよい とした

のである。公募 は2月21日 〆切 で行 われ るこ とにな り,そ の通知は本誌 の12月 号 にもす でに

掲載 されている。

② 基研研究員制度 について

現在基 研には助手 のポス トが少 く,5部 門に4名 あ るにす ぎない。若手研究者 が少い ことが

基研所 員に とって も,ア トム型 などで基研 を利用す る若手に とって も,大 きな問題 になってい

る。一方,湯 川記念財団は毎年3名 の湯川奨学生 を採用 しているが,奨 学金 が月4万 円 と少 く

そのため奨学生 の基研滞在 が義務づけてはお らず,基 研 に若手研究者 を補強す るためには役立

ってい ない。そこで 「基研研究員制度」 を発足 させ,採 用 された研究員 には基研か らも若干 の

給与 を支給 して湯川奨学金 と合せて学振 なみの援助 を行 い,同 時 に基研に滞在 して研究す るこ

とを義務付けることとした。また,2年 継続 の可能性があるよ うに し,基 研で まとまった研究

が可能 なよ うに配慮す ることとした。 この公募通知 も本誌12月 号 に掲載 されている(〆 切1月

31日)。

こ の ほ か,KyotoSummerInstitute臣 こつ い て は 今 年 行 わ れ た,"FundamentalPhysicsof

AmorphousSemiconductors"に つ い て 報 告 が あ り,ま た 来 年 は 素 粒 子 の 分 野 で"GrandUnified

TheoriesandRelatedTopics"に つ い て,1981年6.月29日 ～7月3日 に 開 く こ と に な っ た 旨,
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基研研究部員会議 ・運営委員会報告

報告があった。

2日 目はシンポ ジウム"基 礎物理学 の進展"が 開かれ,っ ぎの二っ の講演 が行われた。

久保亮五(基 研):統 計物理学 の課題

林忠 四郎(京 大理):太 陽系 の起源

久 保 氏 の 講 演 は,4月 に 「統 計 物 理 学 」 部 門 が 新 設 さ れ た こ と に 関 連 して 行 わ れ た も の で,そ

の 要 旨 は 本 誌 の こ の号 に 掲 載 さ れ て い る 。 シ ン ポ ジ ウ ム報 告 「統 計 物 理 学 の 課 題 」の 「ま と め」

に も ら れ て い る林 氏 の 講 演 は,こ の7月,基 研 の 主 催 で 行 わ れ たIAUの 国 際 シ ン ポ ジ ウム,

"FundamentalProblemsintheTheoryofStellarEvolution"に 関 連 し て な され た
。

(基 研,長 岡洋介)
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一

ニ ュ ー スー
〔東京大学物性研究所〕

○短 期 研 究 会

・11月18日 ～20日

更t結晶表面での反応素過程,,(於 旧棟1階 講義室)

.11月27日 ～28日

更建二次元 ア ンダー ソン局在,,(於 学習院大学)

o談 話会

・11月7目

``MagnetostrictionofBismuthabovethe】LastquantumLimit ."

Prof.」,P.Michenaud(UlliversiteCatholiquedeLouvain)

・11月10日

``TheDynamicPropertiesofAmorphousMatteratLowTemperatures ."

Prof.K.Dransfeld(Max-PlanckInstitutfUrFestk6rperforschung)

``Dynamicsof4f -ElectronsinMixedValenceCompounds ."

Prof.E.MUIIer-Hartmann

・11月11日

``SpinGlasses:theSearchfbranOrderParameter ."

Prof.J.Hertz(NORDITA,Copenhagen)

・11 ,月17日

``TheoryoftheOne -DimensionalQuantumFluid ."

Dr.F.D.M.Haldane(lnstitutLaue―Langev血,Grenoble)

○土 曜 セ ミ ナ ー

・11月!目

更更磁性超伝導体 の相 転移,,岡 田 拓 史 氏(東 大理)

・11月15日

tctrle-4He混 合液中 の超流動近接効果,,中 嶋 貞 雄 氏(東 大物性研)

・11月29日

更更ランダム系 にお ける光遷移,,阿 部 修 治 氏(東 大物性研)
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ニ ユ ー ス

〔大阪大学〕

・理学部物理物性談話会

・11月29日C .1).Enz氏(ジ ュ ネ ー ブ 大 学)

「WehkItinerantMagnetismTheProblemofTiBe2」

・基礎 工固体物理 セ ミナー

・12月9日 鈴木謙爾氏(東 北大金研)

「パルス中性子散乱でみた アモル ファス固体の構造」
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一
掲 示 板一

「修士論文題 目 ・アブス トラク ト」原稿募集

今年 も修 士論文 の紹 介 として・題 目 ・アブス トラク トを物性 研究 に載 せたい と思 います。原

則 としてはアブス トラク トの形 でお送 り頂 くことをお願 い します。また・それ が無理 な らば題

目だけでも大学毎 に一括 して送 っていただければ結構 です。

o期 日1981年4月10目 迄

o送 り先 物性 研究刊行会

よろし く御協力頂 けますよ うお願 い致 します 。

物性研究 編集部

「修士論文」募集

アブス トラク トとは別に本誌 では今年 の修士論文 を二,三 編選び全文掲載致 したい と思 いま

す。学術的な価値 の高 い もの,研 究内容 がユニークでお もしろい ものの ほか,研 究は完成 して

いないが今後 に興味あ る問題提起 を含 むものやReview的 な力作 な ど特色 のある修 士論文 を投

稿下 さい。

1.募 集締切:4月10日

2.自 薦,他 薦 は問わな い。

3.論 文 のコ ピー を二部お送 り下 さい(写 真 を含 む場合は,写 真 を別 にっ けていただいた

ほ うが望 ま しい)。 図の縮尺,拡 大は編集 部で行 ないます。

4。 採用,掲 載致 しま した論文 の著者 には別刷100部,無 料 で さしあげます。

物性研究 編集部
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編集後記

編 集 後 記

今月号は統計力学のシ ンポ ジウム報告 が載 った。課題 と将 来が論 じられてい る。今は統計力

学に限らず物理学全体でも大変革の時代であるらしい(朝 永振一郎 「基研にっいて」素粒子論

研究60巻4号)。 今年 も各大学の修士論文の紹介と修士論文の投稿 を募 ります。修士論文の投

稿 では,投 稿 された ものの中か ら選んで物性研究誌上 に全文掲載 します 。奮 って御応募 下 さい。

(S.H.)
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シ ン ポ ジ ウ ム 報 告

統 計 物 理 学 の 課 題

1980年11月13日 ～15日

基 礎 物 理 学 研 究 所

物 性研究vol.35NQ4(1981年1月)



は じ め に

1980年11月13日 か ら15日 までの3日 間、基礎物理学研究所 において,シ ンポジウム 「統

計物理学の課題」が開かれ た。このシ ンポジ ウムは・基研所長 ・牧二郎氏の挨拶 にもあるよう

に,こ の4月 基研 に 「統計物理 学」部門が新設 され 久保亮五氏 を初代教授に迎 えたのを機会 に,

統計物理学 の現状 と今後の課題 を集 中的に討論す るこ とを目的 として,開 催 された ものである。

シンポジ ゥムでは,非 線形非平衡系 ・不規則系 ・相転移の三つのテーマを取 り上げ,各 々数

名ずつの講師による講演 をお願 い した。 また典型的 な平衡系統計力学 の問題 として荷電粒 子系,

および他分野にお ける統計物理 学の役割 とい う視点 か ら,素 粒子 ・原子核 ・宇宙物理 ・生物学

の各分野 か らの講演 もお願 い した。 もちろん,統 計物理学の課題はこれ に尽きる ものではない。

しかし,時 間も限 られてお り,そ の中で シンポジウム をあま り散漫な ものに しないために も,

これ以上 テーマ を広げ るこ とは不可能であ った 。

参加者 は公募 したが,正 式 に参加 申込み をされた京都以外 の方だけで も約90名,当 日会 場

にみ えて1日,半 日と参加 された方 を含 める と,参 加者が200名 を超 える盛況 であった。3日

間朝早 くか ら夕方まで続 くノ・一 ド・スケジュールの中,stimulatjngな 講演 と活発 な討論 が行わ

れ,シ ンポジ ウムは成 功であ った と世話人 としては考えている。

以下は各講師に執筆いただいた講演要 旨である。 ここにはテー マご とにまとめて配列 したが,

当日は講 師の方のご都合,講 演 に変化 をもたせ るための配慮等 もあ って,こ れ とは異なる順序

で講演 が行われた。

ご多忙 な ところ講演 をお引き受 けいただき,ま た この報告のた めに講演要 旨を執筆下 さった

講師 の方 々,旅 費の援助 もほ とん どできない ような状況 の中で多数お集 り下 さ り,終 始活発な

討論 に参加 して下 さった参加者 のみなさんに,深 く感謝 の意 を表 したい。また,基 研 として も

まれ に見 る大型研究会 の組織 のためにお骨折 りいただいた松本さち子 さんほか基研共同利用事

務室 ・基研 事務室のみ なさんに感謝 したい。

1980年12月

世話人代表 長 岡 洋 介
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目

挨 拶

非線形非平衡系の逐次転移 と乱流

流 体力学的不安定性 と乱流の発生

ChemicalTurbulence

TDGL系 におけ る不安定点か らのゆ らぎの成長

ランダム系 における諸問題

スピングラス

ランダム系の相転移におけるぼやけと次元性

一次元ランダム系

不規則系におけるReplicaの 方法

相転移の統計物理の最近の発展

低次元系の相転移

荷電粒子系の統計力学

2次 元スピン系 と4次 元ゲージ模型

重イオン核反応における輸送現象

自己重力系の熱力学と宇宙の進化

生物進化速度の一般論

ま と め
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牧 二 郎

森 肇

八 幡 英 雄

蔵 本 由 紀

川 崎 恭 治

米 沢 富美子

松 原 武 生

高 山 一

長谷田 泰一郎

合 田 正 毅

田 中 文 彦

鈴 木 増 雄

太 田 隆 夫

東 辻 造 夫

岩 崎 洋 一

滝 川 昇

杉 本 大一郎

松 田 博 嗣

久 保 亮 五

(基 研)

(九 大 理)

(広 大 理)

(京 大 理)

(九 大 理)

(基 研)

(京 大 理)

(北 大 理)

(阪 大 基 工)

(新 潟 大 工)

(東 大 理)

(東 大 理)

(九 大 理)

(岡 大 工)

(筑波大物理)

(東 北 大 理)

(東 大 教 養)

(九 大 理)

(基 研)



あ い さ つ

京大 ・基研 牧 二 郎

今回のシンポジウム 「統計物理学の課題」は,基 研の拡充計画の中で懸案 となっていた第5

部門(統 計物理学)が 佐藤前所長はじめとする関係者のご努力で本年度よりようや く発足する

ことができたことと関連して,広 い観点から統計物理学の基本問題や今後の発展の方向を討論

し合 うために計画されたものであります。

私はこの方面には全 くの門外漢であ りますが,基 礎物理学 とよばれる分野の中で,素 粒子論

が自然界を構成する最 も普遍的かつ要素的な物質とその運動法則の追求に向う学問であること

に対 して,統 計物理学はこれと正反対に,統 計力学の手法を柱として素粒子→原子核→原子 ・

分子とその巨視的集団→生物 ・社会→銀河系とその集団→宇宙という広い視界において 一 し

かしながら或る意味では階層縦貫的に 一 物質の運動形態のあらたな物理的法則性を見出して

行く学問であろうと思われます。

基礎物理学研究所の カバー しなければな らない重要 な研究領域 として これ をどのよ うに位置

付けて行 くか とい う点に関 して もこの機会 に大いに討論 して頂 ければ幸 であ ります 。この部門

には幸 い久保亮五教授 をお迎 え し,良 い スター トを切ることができま したことは本研究所 に と

って喜ば しい事であ ります 。今 回の シンポジ ウムが この分野の実 り多い発展 のための良い きっ

かけとなるこ とを期待す る次第で あ ります。
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基研 久 保 亮 五

2日 半 の シ ン ポ ジ ウ ム で,多 彩 な 問 題 が 語 られ,ち ょ っ とめ ま ぐ る しい 感 で あ った 。私 が 統

計 力 学 の 勉 強 を始 め た 四 十 何 年 前 に は,textbook,monographと い って も数 え る程 し か な か っ

た 。原 理 だ け を論 じ たTolmanな ど以 外 に は,Fowlerの 第2版(1936),そ れ か ら後 れ て

Fowler-Guggenheim,Mayer・Mayerな ど ぐ ら い で あ っ た 。Fowlerは 浩 漸 で 今 日で も中 々 読 み 尽

せ な い が,そ れ で も 中 味 は 今 見 れ ば ま あ 単 純 で あ る 。

今 日,統 計力学,乃 至統計物理学 を,こ こで論ぜ られ たよ うなfrontierま で含 めて論述 しよ

うとすれ ば大変な ものにな る。 とて も一人や二人 では書 けそ うに もない し,到 底読めそ うに も

ない。かって狭義 の統計力学 と称せ られた統計熱力学の範囲だけで も,40年 の歳月は内容 を

一新 させ た し,非 平衡系に手 を伸ば した広義の統計力学 も,今 や,線 型応答の範囲 を越 えて非

線型過程の領域に進 出し,ひ るがえって非線型力学系の新 しい発展 と手 を結びっっあ る。

これだけ戦線が拡 大 し,物 理 として もふつ うの物質か ら,あ ま りふっ うでない物質 の探究 に

一層深 い 自然 の理法 を求めよ うとす る一方 ,も っと雄 大な宇宙へ 目を向け,あ るいは非物理的

な対象 として生物や社会 へ,統 計物理者 がその研 ぎす まされた武器 によって探究の歩み を進め

るこ とを見 るのは大へ ん愉映である。統計物理的 な老 えや手法がそ うい う広い対象 に用い られ

るのは何 も近頃 に始 ま るわけではないが,こ こまで発 達 してきた統計物理 が,同 様 にめざまし

く発展 している諸科学の新 しい段階に,新 しい眼 を もって改 めて挑戦す るこ とができ るこ とを

私 たちは このシンポジ ウムで教 え られたので あった。馴染みの薄い領域に他所者が侵 入す るの

は容易 では ない が,日 本 に も幸 い,そ の勇気 と才能 を もって困難 に打克 ってきた人 々が何人

もお られ ることは心強い。若 い人 々がそのあとに続 くことを期待 したい ものである。勝手 に作

ったオモチ ャのモデル をい じく り回すのが統計力学 だ,と す る風潮 は面 白くない。(物 理学会

の分科で,統 計力学 を廃 して物性基礎 論 としたのはこのためで あった。実在 を意識す ることで

マ ンネ リを防こ うとい う意味だ った。しか し物性基礎論 もマ ンネ リ化 したであろ うか。)

とはい うものの,や っぱ り物理 はむつか しい ものであ る。Pottsモ デル は木原太郎氏が元租

であ るが,そ の話 をきいた ときには私 は詰 らないオモチャだ と思 った。 しか し,鈴 木氏の話 に

も一寸 あ ったよ うに,2次 元Pottsモ デルは中々意味深 い もの らしい。詰 らない,と い うのは

浅墓なこ とであ った 。Onsagerの イジングモデルの解 の見事 さは,戦 後 に入 った論文で驚嘆 し

た。私 も,何 か クォー タニオ ンと関係 があ りそ うだ,と 思 ってはいたが,到 底力 が及 ばなか っ
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たのであ る。それ ではその後に出てきた様 々の2次 元モデルはど う評価す るか 。そのままの実

在 はほ とん ど無い。詰 らないオモチャとい ってよいか,と い えば,私 も降参 しなければな らな

い。オモチャのよ うであるが,相 転移 の本質をさ ぐるためにきわめて重 要な鍵 を与 えている。

のみならず、岩崎氏の話 にあったよ うに,quark閉 じ込 めとい った極 めて本質的な問題が,そ

うい う問題 と密接 な関係 にある。 これ は如何にOnsagerと いえども思い も寄 らなか った ことで

あろ う。今,天 国 で例のニ コニコッとい う顔で,何 や ら御托宣 を眩 いてお られ るか も知れない

が 。こ うい うよ うに物理 が思い もか けない統一 を見せ ることは恐 ろしくもあ る。や っぱ り,本

物 はちゃん とや るべきである。同 じオモチ ャに して も,い じくり方がチ ャンとしていれば,そ

こには本物 の物理 があるのだ。そ う思えば,オ モチャをい じることをそ う餐 め立てす ることは

よくないが,統 計力学の課題 とす るにはそれだけの意気込みが要 るであろ う。

相転移 は紛れ もな く熱力学 か ら出た概念 であ り,統 計熱力学の中心問題 であ る。スケー リン

グ理論 とrenormalizationgrouptheoryが この十数 年 の統 計力学 の発展 を特徴づけてい る。こ

れ を含 めて相転移 の概念は物理学のあ らゆ る分野に浸透 してい る。相転移 とい う言葉 も,し ば

しば濫用 されて さえい る。 しか し,そ れ は次第 に整理 され,熱 力学 を含 んで一般的 な理解 に導

び くこ とは疑いないであろ う。要す るに安定性,不 安定性の問題 だ,と い って しまえばそれ ま

でであ るが,元 来 の相転移 にはそれ だけでない ものが含 まれている。

統計力学の相転移は本来,自 由度 が大きい系の漸近的性 質である。有限な 自由度 しかない系

には,不 連続 な相転移 はあ り得ない。この意味 での相転移は,限 られた場合 を除いて未 だ解か

れていない統計力学の基本課題であ る。 自由度が大きい系の漸近的性 質 と考え るかわ りに,始

めか ら無限 自由度系 を老 えて統計力学 を建設す る試み もあ るが,そ れがどこまでの成 功 を収め

てい るか,数 学 に うとい ものにはっかみかねるところで ある。

統計熱力学の範 囲 を越 えて,非 平衡系 を含む統計物理学 として,自 由度の大きい系の漸近的

性 質 を理解 す るこ とは,ま さにその基本 課題にちがいない。統計物理学者はこの基本課題にあ

ま り熱心ではない ようである。そ う ドラスチックなこ ともな くて あま り面 白くないが,問 題 は

実は甚 だ不満足 な状態 にあることはい っておかねばな らない。た とえば流体力学の基礎方程式

が どうして統計力 学から導 びかれ るのか。Boltzmann方 程式か らこれ を導び くことは教科書 に

あるが,そ れ ではBoltzmann方 程式 はどうして導びかれ るのか。稀薄 な気体にっいてこれ を導

び く論理はあ るが,濃 い場合 は どうか 。液体では どうか。密度や温度 の空間的,時 間的変化が

激 しい場合 には流 体力学方程式や拡散方程式は成立たな くな るであろ うが,勾 配の高次 を含 め

る方程式は果 して意味があ るであろ うか。こ うい う問題 に対 して今の所,確 実 な拠所 と思われ

る ものは線型応答理論 しかないのであ るが,存 在する証拠 は、流体力学的方程式が漸近的意味
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しか もたない ことを示唆 してい るように思われ る。電磁気的な巨視方程式について も似 た問題

があるか もしれ ない。

考えてみれば,統 計力学,統 計物理学 とい うものは,宿 命的 な困難 をもっむつ か しい学 問だ

と私 はつ くづ く思 うのである。 しば しば書いた りもす るが,統 計力学 の力学的基礎 が何 である

か,未 だ私 自身納得で きていない。物理学 として最 も基本的な課題がそ こにあ るわけで ある。

エル ゴー ド論の ような もの も,力 学系 の数学 的理論 の発展 によって40年 前 とは大 分様 子 がち

がってきてい る。だんだん物理に もこれが浸透 して くることと思われ るが,物 理 の立場 か らは

今 日の数学 はなお解決 を与 えてはいない。ま してや量子的系 と もなれ ば,観 測理論 に もかかわ

って くる。たぶん,こ のよ うな基本的課題は,物 理 学者 が,単 に抽象 ではな く事実 と対 決する

ところまで立入れ るよ うにな ってか ら解 かれてゆ くものであろう。

(1980.12.9)
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講読規定

個 人 講 読

1.会 費:当 会 の 会 費 は前 納 制 を とって い ます 。 し た が っ て 、3月 宋 ま

で に な るべ く1年 間 分 会 費 を御 支 払 い 下 さい 。

な お新 規 講 読 お 申込 み の場 合 は 下 記 の 会 費 以 外 に入 会 金 と し

て 、100円 お 支 払 い下 さい 。

1年 闘 の 会 費

1stvolume2,340円

2ndvolume2.340円

計4.680円

(1年 分 ま とめ て お 支 払 い が 困難 の 向 き は1volume分 ず っ

で も結 構 で す)

2.支 払 い の 際 の 注 意:な るべ く振 替 用 紙 を御 利 用 の 上 御 納 入 下 さい。

(振 替 貯 金 口 座 京 都5312)

なお通信欄 に送金内容 を必ず明記 して下 さい。

雑誌購読者以外の代理人が購読料を送金 される場合、必ず購読者

本 人 の 名 前 を 明記 して 下 さ い。

3.誌 代 の 支 払 遅 滞 の 場 合:当 会 の原 則 と して は 、 正 当 な理 由 な く2

Vols.以 上 の誌 代 を滞 納 され た場 合 に は、 送 本 を停 止 す る こ と に な っ

て い ま す の で 御 留 意 下 さい 。

4.一 括 送 本 を受 け る場 合:個 人 購 読 中 に大 学 等 で 一 括 配 布 を受 け る

様 に な っ た 場 合 は 、 必 ず 「個 人 購読 中 止 、 一 括 配 布 希 望 」 の通 知 を

して下 さ い。 逆 の場 合 も同 様 で す。

5.送 本 先 変 更 の場 合:住 所 、 勤務 先 の 変 更 等 送 本 先 が変 っ た場 合 は、

必 ず 送 本 先 変 更 届 を提 出 して下 さい 。

学 校 、 研 究 所 等 機 関 購 読

1.会 費:学 校 ・研 究 所 等 で の購 読 及 び個 人 で あ っ て も公 費 払 い の と

き は機 関 会 員 とみ な し、 代 金 は 、1冊730円 、1VoL4,380円 、年

間8.760円 で す 。 この 場 合 、入 会 金 は不 用 で す 。 学校 、 研 究 所 の 会

費 の 支 払 い は 後 払 い で も結 構 で す 。 し か し購 読 申込 み を さ れ る時 に

支 払 い に必 要 な請 求 、 見 積 、納 品 書 各 何 通 必 要 な の か を お知 らせ下

さ い。

な お、 当 会 の 請 求 書 類 で は支 払 い が で き な い様 で した ら、 貴 校 、

貴 研 究 機 関 の 請 求 書 類 を送 付 して下 さい 。

2.送 本 中 止 の場 合 の連 絡:発 行 途 上 にあ るvolumeの 購 読 途 中 中止

は 認 め ら れ ませ ん 。購 読 中 止 され る場 合 には 、1ケ 月 前 ぐ らい に 中

止 時 期 を明 記 して 「購 読 中 止 届 」 を送 付 して 下 さ い。

雑 誌 未 着 の 場 合,発 行 日よ り6ケ 月以 内 に 当 会 ま で ご遮 絡 下 さ い 。
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